
JP 2019-190657 A 2019.10.31

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】等速ジョイント用などのブーツアセンブリを提
供すること。
【解決手段】ジョイント１０用のブーツアセンブリ１８
は、ブーツ４６、及び接続部分５２でブーツ４６に結合
したブーツ被覆管４４を含む。ブーツ被覆管４４は、内
側表面及びリテーナ６２を有するフランジを含む取付部
分５６を含む。リテーナ６２は第１の位置でフランジに
接続し、第１の位置から間隔を置いた第２の位置でフラ
ンジから分離している。リテーナ６２は第１の位置から
間隔を置いた内向き部分を含み、第１の位置とリテーナ
６２の中点との間の内向き部分はリテーナ６２の内側表
面よりも、軸線２０に接近して配置されている。リテー
ナ６２の内側表面は、リテーナ６２の長さに沿った軸線
２０に対して一定の角度にはない。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可撓性材料から作製されたブーツと、ブーツ被覆管とを備えるジョイント用のブーツア
センブリであって、
　前記ブーツ被覆管は、前記ブーツ及び前記ブーツ被覆管が一緒に結合する接続部分を含
むボディと、中心軸線、及び前記軸線に面し前記軸線に対して円周方向かつ軸線方向に延
びる内側表面、を有するフランジを含む取付部分と、第１の位置で前記フランジに接続し
、前記第１の位置から間隔を置いた第２の位置で前記フランジから分離したリテーナであ
って、それにより前記リテーナの少なくとも一部が前記フランジに対して移動可能である
、リテーナと、を有し、
　前記リテーナは前記第１の位置と前記第２の位置との間に長さを有し、前記リテーナは
前記軸線に面した内側表面を有し、前記リテーナは前記第１の位置から間隔を置いた内向
き部分を含み、前記内向き部分は、前記第１の位置と、前記第１の位置と前記第２の位置
との間の長さの中点との間の、前記リテーナの前記内側表面よりも前記軸線に接近して配
置されており、前記リテーナの前記内側表面は、前記リテーナの長さに沿った前記軸線に
対して一定の角度にはない、ジョイント用のブーツアセンブリ。
【請求項２】
　前記第１の位置と、前記第１の位置と前記第２の位置との間の中点との間の、前記リテ
ーナの前記内側表面は、前記リテーナから分離した前記フランジの前記内側表面の半径方
向に最も内側の部分よりも１ｍｍを超えて前記軸線に接近することはない、請求項１に記
載のアセンブリ。
【請求項３】
　前記第１の位置と、前記第１の位置と前記第２の位置との間の中点との間の、前記リテ
ーナの前記内側表面の前記軸線に対する角度は、１０度を超えて変動することはない、請
求項１に記載のアセンブリ。
【請求項４】
　前記リテーナの前記内側表面で、前記中点から前記第１の位置までは前記軸線に平行で
あるか、又は前記軸線に平行である状態から５度以内にある、請求項３に記載のアセンブ
リ。
【請求項５】
　前記内向き部分は前記軸線に対して少なくとも２０度の角度で配置されている、請求項
３に記載のアセンブリ。
【請求項６】
　前記内向き部分は、前記フランジに接続しておらず、かつ前記フランジに対して移動可
能な前記リテーナの自由端を含み、前記自由端は前記リテーナの残部に対して少なくとも
２０度の角度で屈曲している、請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項７】
　前記リテーナはベースで前記フランジに結合し、かつ自由端を有し、前記自由端は前記
フランジに接続しておらず、前記フランジに対して移動可能であり、前記ベースから間隔
を置いており、前記自由端は前記リテーナの他のいかなる部分よりも前記軸線に接近して
いる、請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項８】
　ジョイント用のアセンブリであって、
　中心軸線を有するボディ、及び前記ボディの半径方向外側表面の一部によって画定され
、前記外側表面に開放され半径方向内向きに延びる窪みを含む環状の取付表面を有するジ
ョイント部材と、
　前記ジョイント部材に結合され、可撓性材料から作製されたブーツ、及びボディを有す
るブーツ被覆管を有するブーツアセンブリであって、前記ボディは、前記ブーツと前記ブ
ーツ被覆管が一緒に結合される接続部分と、前記取付表面上に収容されて前記ブーツアセ
ンブリを前記ジョイント部材に結合させる取付部分とを含む、ブーツアセンブリと、を備
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え、
　前記取付部分はリテーナを含み、前記リテーナは第１の位置で前記ブーツ被覆管の残部
に接続し、前記第１の位置から間隔を置いた第２の位置で前記ブーツ被覆管の残部から分
離しており、前記リテーナは可撓性及び弾性を有し、それにより前記リテーナの少なくと
も一部は、非湾曲状態と湾曲状態との間で、前記ブーツ被覆管の残部に対して移動可能で
あり、前記リテーナは、前記第１の位置から間隔を置き前記リテーナの内向き部分を画定
する屈曲部を有し、前記リテーナの前記非湾曲状態では、前記屈曲部は前記リテーナの残
部よりも前記軸線に半径方向に接近して配置され、前記取付表面の少なくとも一部よりも
前記軸線に接近して配置されており、前記取付部分が前記取付表面上に収容された場合、
前記内向き部分は前記ジョイント部材と係合しており、前記リテーナは外向きに湾曲した
前記湾曲状態にあり、前記内向き部分は前記取付表面に係合しており、前記内向き部分が
前記窪みと整列した場合に、前記内向き部分は非湾曲位置に向かって弾性的に戻ることが
でき、それにより、前記内向き部分の一部が前記窪みの外側の前記取付表面よりも前記軸
線に接近した状態で、前記内向き部分が前記窪み内に収容され、前記リテーナが前記ジョ
イント部材の前記ボディに係合することにより、前記ブーツアセンブリが前記ジョイント
から外れることが阻止される、ジョイント用のアセンブリ。
【請求項９】
　前記第２の位置は前記リテーナの自由端を含み、前記内向き部分は、前記第１の位置よ
りも前記自由端に接近している、請求項８に記載のアセンブリ。
【請求項１０】
　前記窪みは円周方向に延びる溝であり、前記ブーツ被覆管は円周方向に間隔を置いた複
数のリテーナを含み、前記溝の各々は前記リテーナの各々の内向き部分を前記溝内に収容
するように構成された、請求項８に記載のアセンブリ。
【請求項１１】
　前記取付表面は、２つ以上の内向きに延びる窪みを含み、前記窪みは互いに連続的では
なく、前記外側表面の周りに円周方向に間隔を置いており、前記リテーナの内向き部分を
収容するように配置された、請求項８に記載のジョイントアセンブリ。
【請求項１２】
　前記第１の位置と、前記第１の位置と前記第２の位置との間の中点との間の、前記リテ
ーナの内側表面は、フランジの前記内側表面の半径方向に最も内側の部分よりも１ｍｍを
超えて前記軸線に接近することはない、請求項８に記載のアセンブリ。
【請求項１３】
　前記第１の位置と、前記第１の位置と前記第２の位置との間の中点との間の、前記リテ
ーナの内側表面は、前記軸線に対して１０度を超えて変動することはない角度を有する、
請求項８に記載のアセンブリ。
【請求項１４】
　中点から前記第１の位置までにおける前記リテーナの内側表面は、前記軸線に平行であ
るか、又は前記軸線に平行である状態から５度以内にある、請求項８に記載のアセンブリ
。
【請求項１５】
　前記内向き部分は、フランジに対して移動可能な、前記リテーナの自由端に画定され、
前記自由端は前記リテーナの残部に対して少なくとも２０度の角度で屈曲している、請求
項８に記載のアセンブリ。
【請求項１６】
　前記リテーナの内側表面は、前記リテーナの長さに沿った前記軸線に対して一定の角度
にはない、請求項８に記載のアセンブリ。
【請求項１７】
　中心軸線、軸線方向端部、及び半径方向内向きに延びる窪みを含む外側表面を有するア
ウターレースであって、前記窪みは前記外側表面に開放され前記軸線方向端部から間隔を
置いている、アウターレースと、
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　インナーレースと、
　前記インナーレースと前記アウターレースとの間に配置されて、前記インナーレースと
前記アウターレースとの間にトルクを伝達する、複数のトルク伝達部材と、
　可撓性材料から作製されたブーツと、
　前記ブーツ及び前記アウターレースに結合したブーツ被覆管と、を備える等速ジョイン
トであって、
　前記ブーツ被覆管は前記アウターレースの前記軸線方向端部上に収容される取付部分を
有し、前記取付部分は内側表面を含み、前記内側表面は前記軸線に面し、かつ前記ブーツ
被覆管の前記軸線方向端部から前記軸線に対して軸線方向に延び、前記取付部分はリテー
ナを含み、前記リテーナは、前記取付部分の内部で前記ブーツ被覆管に接続されたベース
を有し、前記リテーナは、前記ベースから間隔を置き前記ブーツ被覆管に接続されていな
い、可動端部を有し、前記リテーナはフランジに対して前記ベースの周りに可撓性を有し
、それにより、前記リテーナは非湾曲状態と湾曲状態との間で湾曲でき、前記リテーナは
前記ベースから間隔を置いた屈曲部を有し、前記屈曲部は、前記リテーナの内向き部分を
画定し、前記リテーナの前記非湾曲状態では、前記屈曲部は前記リテーナの残部よりも前
記軸線に半径方向に接近して配置され、前記アウターレースの前記外側表面の一部よりも
前記軸線に接近して配置されており、前記内向き部分が、前記アウターレースの前記外側
表面の少なくとも一部よりも前記軸線に接近して、前記リテーナの少なくとも一部が前記
窪みの内部に収容され、前記リテーナが前記アウターレースに係合することにより、ブー
ツアセンブリが前記ジョイントから外れることが阻止される、等速ジョイント。
【請求項１８】
　前記リテーナの前記内側表面は、前記リテーナの長さに沿った前記軸線に対して一定の
角度にはない、請求項１７に記載のアセンブリ。
【請求項１９】
　前記内向き部分は前記ベースよりも前記可動端部に接近して配置されている、請求項１
７に記載のアセンブリ。
【請求項２０】
　前記リテーナが前記窪みの内部にいったん収容された場合、前記リテーナの少なくとも
一部は、前記アウターレースと半径方向に重なる、請求項１７に記載のアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は一般に、等速ジョイント用などのブーツアセンブリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　等速ジョイント（ＣＶジョイント）は多くの場合、等速回転運動のトランスミッション
が望まれるか又は必要な箇所で用いられる。ＣＶジョイントは典型的には、部品の寿命の
ためにグリースを差すか又は別の方法で潤滑化している。ジョイントは好ましくは、潤滑
剤をジョイント内部に保持するために封止され、一方で汚染物質及び異物、例えば水及び
汚れがジョイントに侵入しないようにしている。ゴム、熱可塑性プラスチック、シリコー
ン材料などから作製することができるブーツが通常、ＣＶジョイントの一部を取り囲んで
いる。ブーツは、グリースをジョイント内に保持し、ジョイントの寿命を延ばすための可
撓性のバリアを提供する。
【発明の概要】
【０００３】
　少なくともいくつかの実現形態では、ジョイント用のブーツアセンブリは、可撓性材料
から作製されたブーツと、ブーツ被覆管とを含む。ブーツ被覆管は、ブーツ及びブーツ被
覆管が一緒に結合する接続部分と、中心軸線、及び軸線に面し軸線に対して円周方向かつ
軸線方向に延びる内側表面を有するフランジを含む取付部分と、リテーナとを含んでもよ
い。リテーナは第１の位置でフランジに接続し、第１の位置から間隔を置いた第２の位置
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でフランジから分離しており、それによりリテーナの少なくとも一部がフランジに対して
移動可能である。リテーナは、第１の位置と第２の位置との間に長さを有し、リテーナは
軸線に面した内側表面を有し、リテーナは第１の位置から間隔を置いた内向き部分を更に
含む。内向き部分は、第１の位置と、第１の位置と第２の位置との間の中点との間の、リ
テーナの内側表面よりも、軸線に接近して配置されており、リテーナの内側表面は、リテ
ーナの長さに沿った軸線に対して一定の角度にはない。
【０００４】
　少なくともいくつかの実現形態では、第１の位置と、第１の位置と第２の位置との間の
中点との間の、リテーナの内側表面は、リテーナから分離したフランジの内側表面の半径
方向に最も内側の部分よりも１ｍｍを超えて軸線に接近することはない。第１の位置と、
第１の位置と第２の位置との間の中点との間の、リテーナの内側表面は、軸線に対して１
０度を超えて変動することはない角度を有してもよい。少なくともいくつかの実現形態で
は、中点から第１の位置までにおけるリテーナの内側表面は、軸線に平行であるか、又は
軸線に平行である状態から５度以内にある。内向き部分は軸線に対して少なくとも２０度
の角度で配置されてもよい。
【０００５】
　少なくともいくつかの実現形態では、内向き部分はリテーナの自由端を含み、自由端は
フランジに接続しておらずフランジに対して移動可能であり、自由端はリテーナの残部に
対して少なくとも２０度の角度で屈曲していてもよい。リテーナはベースでフランジに結
合し、かつ自由端を有してもよく、自由端はフランジに接続しておらずフランジに対して
移動可能であり、かつベースから間隔を置いており、自由端はリテーナの他のいかなる部
分よりも、軸線に接近していてもよい。
【０００６】
　少なくともいくつかの実現形態では、ジョイント用のアセンブリは、中心軸線を有する
ボディ、及びボディの半径方向外側表面の一部によって画定され、外側表面に開放され半
径方向内向きに延びる窪みを含む環状の取付表面を有するジョイント部材と、ジョイント
部材に結合したブーツアセンブリと、を含む。ブーツアセンブリは、可撓性材料から作製
されたブーツと、ボディを有するブーツ被覆管とを有し、ボディは、ブーツとブーツ被覆
管が一緒に結合される接続部分と、取付表面上に収容されてブーツアセンブリをジョイン
ト部材に結合させる取付部分とを含む。取付部分はリテーナを含み、リテーナは第１の位
置でブーツ被覆管の残部に接続し、第１の位置から間隔を置いた第２の位置でブーツ被覆
管の残部から分離しており、リテーナは可撓性及び弾性を有し、それによりリテーナの少
なくとも一部は、非湾曲状態と湾曲状態との間で、ブーツ被覆管の残部に対して移動可能
である。リテーナは、第１の位置から間隔を置きリテーナの内向き部分を画定する屈曲部
を有し、リテーナの非湾曲状態では、屈曲部はリテーナの残部よりも半径方向に軸線に接
近して配置され、取付表面の少なくとも一部よりも軸線に接近して配置されている。取付
部分が取付表面上に収容された場合、内向き部分はジョイント部材と係合し、リテーナは
外向きに湾曲した湾曲状態にあり、内向き部分は取付表面に係合しており、内向き部分が
窪みと整列した時に、内向き部分はその非湾曲位置に弾性的に戻ってもよく、それにより
、内向き部分の一部が窪みの外側の取付表面よりも軸線に接近した状態で、内向き部分が
窪み内に収容される。その時、リテーナがジョイント部材のボディに係合することにより
、ブーツアセンブリがジョイントから外れることが阻止される。
【０００７】
　少なくともいくつかの実現形態では、第２の位置はリテーナの自由端を含み、内向き部
分は、第１の位置よりも自由端に接近している。窪みは円周方向に延びる溝であってもよ
く、ブーツは円周方向に間隔を置いた複数のリテーナを含んでもよく、溝の各々は各リテ
ーナの内向き部分を溝内に収容するように配置されていてもよい。少なくともいくつかの
実現形態では、複数のリテーナがフランジの周りに間隔を置いて設けられ、取付表面は２
つ以上の内向きに延びる窪みを含み、内向きに延びる窪みは互いに連続的ではなく、外側
表面の周りに円周方向に間隔を置いており、リテーナのうちの少なくとも１つの内向き部
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分を収容するように配置されている。
【０００８】
　少なくともいくつかの実現形態では、第１の位置と、第１の位置と第２の位置との間の
中点との間の、リテーナの内側表面は、フランジの内側表面の半径方向に最も内側の部分
よりも１ｍｍを超えて軸線に接近することはない。第１の位置と、第１の位置と第２の位
置との間の中点との間の、リテーナの内側表面は、軸線に対して１０度を超えて変動する
ことはない角度を有してもよい。中点から第１の位置までにおけるリテーナの内側表面は
、軸線に平行であるか、又は軸線に平行である状態から５度以内にあってもよい。
【０００９】
　少なくともいくつかの実現形態では、内向き部分は、フランジに対して移動可能な、リ
テーナの自由端に画定され、自由端はリテーナの残部に対して少なくとも２０度の角度で
屈曲している。リテーナの内側表面は、リテーナの長さに沿った軸線に対して一定の角度
にはない。
【００１０】
　少なくともいくつかの実現形態では、等速ジョイントは、アウターレースと、インナー
レースと、インナーレースとアウターレースとの間に配置されてインナーレースとアウタ
ーレースとの間にトルクを伝達する複数のボールと、ブーツと、ブーツ被覆管とを含む。
アウターレースは、中心軸線と、軸線方向端部と、半径方向内向きに延びる窪みを含む外
側表面とを有し、窪みは外側表面に開放され軸線方向端部から間隔を置いている。ブーツ
被覆管はブーツ及びアウターレースに結合し、アウターレースの軸線方向端部上に収容さ
れる取付部分を有する。取付部分は内側表面を含み、内側表面は軸線に面し、かつ前記ブ
ーツ被覆管の軸線方向端部から軸線に対して軸線方向に延び、取付部分はリテーナを含む
。リテーナは、取付部分内でブーツ被覆管に接続されたベースを有し、リテーナは、ベー
スから間隔を置いてブーツ被覆管に接続していない可動端部を有する。リテーナはフラン
ジに対してベースの周りに可撓性を有し、それにより、リテーナは非湾曲状態と湾曲状態
との間で湾曲できる。リテーナは、ベースから間隔を置きリテーナの内向き部分を画定す
る屈曲部を有し、リテーナの非湾曲状態では、屈曲部はリテーナの残部よりも半径方向に
軸線に接近して配置され、アウターレースの外側表面の一部よりも軸線に接近して配置さ
れている。内向き部分が、アウターレースの外側表面の少なくとも一部よりも軸線に接近
して、リテーナの少なくとも一部が窪みの内部に収容され、リテーナがアウターレースに
係合することにより、ブーツアセンブリがジョイントから外れることが阻止される。
【００１１】
　少なくともいくつかの実現形態では、リテーナの内側表面は、リテーナの長さに沿った
軸線に対して一定の角度にはない。内向き部分は、ベースよりも可動端部に接近して配置
されてもよい。リテーナが窪みの内部にいったん収容されると、リテーナの少なくとも一
部はアウターレースと半径方向に重なる。
【００１２】
　様々な特徴及び構成要素を、それらが相互排他的である場合を除き、以下の説明に従っ
て一緒に組み合わせてもよい。以下の説明は本明細書で説明する本発明を制限するよりも
むしろ、様々な特徴を示すことを意図している。
【００１３】
　好ましい実現形態及び最良の態様についての以下の詳細な説明は、添付図面を参照して
述べられるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】ブーツアセンブリのブーツを取り除いたＣＶジョイントの斜視図である。
【図２】ブーツアセンブリを含むＣＶジョイントの断面図である。
【図３】ＣＶジョイントの分解断面図である。
【図４】ブーツ被覆管、及びブーツ被覆管が結合することができるＣＶジョイントのアウ
ターレースの部分断面図である。
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【図５】アウターレースの窪み内のブーツ被覆管のリテーナを示す拡大した部分断面図で
ある。
【図６】アウターレース上へ組み立てる前のブーツ被覆管を示す、図５に類似した断面図
である。
【図７】リテーナを示すブーツ被覆管の拡大した断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図面をより詳細に参照して、図１から図３は、自動車の日常の運転で典型的に遭遇する
角度において等速の伝達を可能にする等速（ＣＶ）ジョイント１０を示す。ＣＶジョイン
ト１０は、例えば、これら車両のハーフシャフト、相互連結シャフト及びプロペラシャフ
トと共に、又は要望に応じて別の方法で使用することができる。ＣＶジョイント１０は、
互いに旋回可能に結合され、ローラ又はボール１６のような複数のトルク伝達部材を保持
するための複数のボールトラックを画定するように配置された、アウターレース１２及び
インナーレース１４を有してもよく、それによりインナーレース及びアウターレースは同
時回転する。ＣＶジョイント１０は、トリポード型、ダブルオフセット型、クロスグルー
ブ型、ルゼッパ型などの任意のタイプの等速ジョイントであってもよい。本明細書で以下
に記述するように、ブーツアセンブリ１８をＣＶジョイントに結合させてもよい。
【００１６】
　アウターレース１２は、アウターレースがその周りを回転する中心軸線２０、及びその
内部に複数の外側ボールトラックが画定されている内側表面２２を有する。ブーツアセン
ブリ１８をアウターレース１２に容易に結合させるために、アウターレースは外側表面２
４上に、外側表面に開放され、アウターレース１２の第１の軸線方向端部２８から軸線方
向に間隔を置いた、半径方向内向きに延びる窪み２６を含んでもよい。図３に示すように
、アウターレース１２は、第１の軸線方向端部２８に開放され中心軸線２０から半径方向
に間隔を置いて軸線方向内向きに延びるグランド又は溝２９を含んでもよく、溝２９の中
にガスケット又はシール３１、例えばＯリングが収容されてもよい。ブーツアセンブリ１
８が取り付けられる取付表面３０が、軸線方向端部２８と少なくとも窪み２６との間に画
定されている。取付表面３０は環状であってもよく、アウターレース１２の周りに円周方
向に延びていてもよい。一実施形態では、この窪み２６はアウターレース１２の円周の周
りに延びる連続した溝又はチャネルであってもよいが、所望であれば、窪み２６は、アウ
ターレース１２の外側表面２４の周りに円周方向に間隔を置いた複数の離散的な窪みを含
んでもよい。窪み２６はアウターレース１２の外側表面２４よりも、軸線２０に接近した
（例えば、小さい直径を有する）半径方向内側表面２７を含む。アウターレース１２は一
般に鋼鉄などの金属で作製されるが、少なくともいくつかの実現形態ではアウターレース
用に、任意の他のタイプの金属材料、プラスチック、又は複合材料などを使用することも
できる。
【００１７】
　インナーレース１４は、少なくとも部分的にアウターレース１２の内部に（例えば、軸
線方向に重なって）収容されてもよく、複数の内側ボールトラックが画定された外側表面
３２を有してもよい。インナーレース１４内の内側ボールトラックは、アウターレース１
２内の外側ボールトラックと整列しており、ボール１６はインナーレースとアウターレー
スとの間に配置され、各ボールは外側ボールトラック及び内側ボールトラックの対応する
１つの内部に収容されている。インナーレース１４は鋼鉄で作製することができるが、任
意の他の金属複合材料、硬質プラスチックなどを使用することもできる。
【００１８】
　ボール１６をアウターレース１２とインナーレース１４との間に保持することを手助け
するために、開口部を有するケージ３４がアウターレースとインナーレースとの間に収容
され、開口部内にボールが配置される。ケージ３４は、少なくとも部分的に軸線方向にア
ウターレース１２及びインナーレース１４と重なった（すなわち、レース間で半径方向に
）環状であってもよく、鋼鉄材料で作製されていてもよいが、他の金属材料、プラスチッ
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ク、複合材料などを使用することもできる。
【００１９】
　少なくともいくつかの実現形態では、第１のシャフト又は回転構成要素３６（図１～図
３）がインナーレース１４に結合しており、第２のシャフト又は回転構成要素３８（図２
）がアウターレースに結合している。ボール１６はアウターレースに対するインナーレー
スの旋回を、従って、第２の回転構成要素３８に対する第１の回転構成要素３６の旋回を
可能にし、同時に回転構成要素は同じ回転速度で一緒に回転する。
【００２０】
　ＣＶジョイント１０の第２の軸線方向端部４２の上で、又は第２の軸線方向端部４２で
、グリースキャップ４０をアウターレース１２に固定して、グリース又は他の適切な潤滑
剤をＣＶジョイント１０の内部に保持し、ジョイントに汚染物質が侵入することを阻止す
ることができる。グリースキャップ４０はまた、ジョイントの動作中に高圧ガスの排出を
可能にする、図２及び図３でベント弁として示すベント機構４１を含んでもよい。グリー
スキャップ４０に対向して、ブーツアセンブリ１８はＣＶジョイント１０の少なくとも一
部を取り囲んで、グリースをジョイント内部に保持し、汚染物質がジョイントの中に侵入
することを阻止することができる。
【００２１】
　少なくともいくつかの実現形態では、ブーツアセンブリ１８はブーツ被覆管４４及び可
撓性ブーツ４６を含む。ブーツ被覆管４４は環状であってもよく、（アウターレースと同
軸であってもよい）中心軸線、並びに軸線方向に間隔を置いた第１の端部４８及び第２の
端部５０を有してもよい。ブーツ被覆管４４は、実質的に硬質な材料、例えば、アルミニ
ウム、鋼鉄、炭素繊維、及び複合材料で形成してもよいが、これらに限定されない。可撓
性ブーツ４６は、可撓性材料、例えば、ゴムベース製品、プラスチック、ウレタン、シリ
コーン類、エラストマー、シリコーン、熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）、及び任意の他
の可撓性複合材料で構成されてもよい。しかし、ブーツ４６は、ＣＶジョイント１０が広
範囲の角度にわたって動作することを可能にする十分な可撓性を有する、任意の他の適切
な材料を含んでもよいと理解される。
【００２２】
　可撓性ブーツ４６及びブーツ被覆管４４は、ブーツ被覆管４４の接続部分５２において
一緒に結合しており、接続部分５２はブーツ被覆管の第１の軸線方向端部４８を含んでも
よく、第１の回転構成要素３６から半径方向外向きに間隔を置いて配置されて、回転構成
要素と、ブーツ被覆管と、ブーツの少なくとも一部との間に間隙を提供してもよい。ＣＶ
ジョイント１０のアセンブリにおいて、ブーツ４６は、接続部分５２から間隔を置いた位
置で第１の回転構成要素３６に結合してもよく（例えば、クランプ又はバンドのようなコ
ネクタによって）、第１の回転構成要素に結合したブーツの部分と、接続部分でブーツ被
覆管４４に結合したブーツの部分との間に、ひだ又はベローズ５４を含んでもよい。この
ようにして、ブーツ４６は、第１の回転構成要素３６がブーツ被覆管４４に対して旋回す
ることに対応することができる。
【００２３】
　ブーツ被覆管４４は、グリースキャップ４０に対向してアウターレース１２に結合して
もよい。この関連で、ブーツ被覆管４４は取付部分５６を有するボディを有してもよく、
取付部分５６はブーツ被覆管の第２の軸線方向端部５０に延びるフランジ５８を含んでも
よい。フランジ５８は円周方向に連続であってもよく、軸線２０に面し軸線に対して円周
方向かつ軸線方向に延びる内側表面６０を有してもよい。フランジ５８の内側表面６０は
、アウターレース１２の外側表面２４の一部上に収容されるように寸法決めされ配置され
てもよい。接続部分５２と取付部分５６との間に、ブーツ被覆管４４は軸線２０に対して
ゼロではない角度で延び得る中間部分６１を含んでもよく（図２及び図３）、中間部分６
１は軸線２０に垂直で、アウターレース１２の第１の軸線方向端部２８の少なくとも一部
と重なるように示されている。中間部分６１は、軸線方向端部２８及び／又は軸線方向端
部のシール３１に対して係合し封止してもよい。アウターレースがシールを保持する代わ
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りに、中間部分６１のブーツ被覆管が（例えば、その上に成形されて、又はそれに結合さ
れて）シールを保持することができる。
【００２４】
　ブーツ被覆管４４のアウターレース１２への結合を促進するために、フランジ５８又は
ブーツ被覆管４４の他の部分は少なくとも１つのリテーナ６２を含んでもよい。フランジ
５８を必要としないか、又はリテーナ６２がフランジ上にある、代替の実施形態が可能で
ある。少なくともいくつかの実現形態では、リテーナ６２は少なくとも１つの第１の位置
６３でフランジ５８に接続し、第１の位置から間隔を置いた少なくとも１つの第２の位置
６５でフランジ５８から分離しており、それによりリテーナ６２の一部がフランジ５８に
対して移動可能か又は屈曲可能である。少なくともいくつかの実現形態では、このことは
、図３に示すように、リテーナ６２がブーツ被覆管４４に片持ちされ、窪み６４がリテー
ナの一部を取り囲み、フランジ５８及びフランジに固定されたベース（例えば、第１の位
置６３）に対して移動し得る自由端６６を画定し、リテーナがフランジに対して屈曲する
か又は湾曲することができる一体ヒンジを画定することにより実現できる。しかし、他の
変形形態が可能である。例えば、非制限的な一例として、リテーナ６２の側部又は他の部
分を、ブーツ被覆管４４自体の一部、又は別の材料若しくは構成要素を含み得る結合器に
よって、フランジ５８に部分的に接続させることが可能である。少なくともいくつかの実
現形態では、複数のリテーナ６２はフランジ５８によって保持され（例えば結合され）、
フランジの周りに円周方向に間隔を置いている。少なくともいくつかの実現形態では、第
１の位置６３は第２の位置６５よりも、ブーツ被覆管４４の第２の軸線方向端部５０に接
近しており、それゆえ自由端６６はリテーナ６２のベース６３よりも、軸線方向端部５０
から離れている。フランジ５８及びリテーナ６２は互いに連続していても、していなくて
もよく、同じ材料から作製されていても、されていなくてもよい。フランジ５８は被覆管
４４の残部と同じ材料から作製されてもよく、又は別の適切な材料から作製されてもよい
。リテーナ６２は、少なくともある程度の可撓性及び弾性を有する材料から作製され、よ
ってブーツ被覆管４４の取り付け中にリテーナは湾曲し、かつ組み立てた状態において非
湾曲位置又は状態に戻るか、又は非湾曲位置又は状態に向かって戻ることを可能にしても
よく、詳細を以下に述べる。
【００２５】
　図４～図７に示すように、リテーナ６２は軸線２０に面する内側表面６８を有する。リ
テーナ６２のこの内側表面６８は、リテーナ６２の軸線方向長さに沿って軸線２０に対し
て一定の角度にはない。すなわち、内側表面６８はリテーナ６２の軸線方向長さに沿って
直線状ではない。少なくともいくつかの実現形態では、リテーナ６２は内向き部分７０を
含み、内向き部分７０は半径方向内向きに軸線２０に向かって、内向き部分７０と、第１
の位置又はベース６３との間のリテーナ６２の部分とは異なる角度で延びている。内向き
部分７０は、軸線２０に対するリテーナ６２の角度が変化する遷移部又は屈曲部７２によ
って画定されてもよく、又はこれらを含んでもよい。内向き部分７０の少なくとも一部は
、リテーナ６２の半径方向に最も内側の部分を画定する。すなわち、内向き部分７０の一
部はリテーナの残部及び／又はフランジ５８の内側表面６０よりも、軸線２０に接近して
いる。複数のリテーナ６２を含む実現形態では、複数のリテーナの内向き部分７０は一括
して、フランジ５８の最小の内径又は寸法を画定し得る。リテーナ６２の内向き部分７０
によって画定される内径又は寸法は、アウターレース１２の軸線方向端部とアウターレー
ス内の窪み２６との間の、アウターレース１２の少なくとも一部の外径より小さくてもよ
い。
【００２６】
　内向き部分７０又は屈曲部７２は、第１の位置６３と第２の位置６５との間のリテーナ
６２の長さに沿って、様々な地点に配置され得る。少なくともいくつかの実現形態では、
屈曲部７２はリテーナのベース６３から間隔を置いており、ベース６３と自由端６６との
間のリテーナ６２の一部内にある。所望であれば、屈曲部７２及び／又は内向き部分７０
は、ベース６３よりも自由端６６に接近していてもよい。換言すれば、内向き部分７０は
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、リテーナ６２の軸線方向長さの中点（例えば、図示した例ではベース６３と自由端６６
との間の中点）と、リテーナ６２の第２の端部又は自由端６６との間で開始してもよく、
自由端６６まで延び、かつ自由端６６を含んでもよい。複数のリテーナ６２は、同様に構
築され配置されてもよく、軸線方向に整列されてもよく（すなわち、ブーツ被覆管４４の
軸線方向端部５０から同じ軸線方向距離で）、内向き部分７０は通常の部品公差を有して
軸線２０から同じ距離で延びてもよい。いくつかの実現形態では、屈曲部７２は第１の位
置６３に対して２．７５対１以上の比率で配置される。すなわち、第１の位置６３又はベ
ースと屈曲部７２との間の、リテーナ６２の直線部分は、屈曲部と第２の位置６５又は自
由端６６との間の、リテーナ６２の非直線部分の長さの少なくとも２．７５倍である。す
なわち、リテーナ６２の屈曲した部分はリテーナ６２の直線部分よりも短く、少なくとも
いくつかの実現形態では、リテーナの直線部分の長さは屈曲した部分よりも少なくとも２
．７５倍長い。
【００２７】
　図７に示すように、ブーツ被覆管４４をアウターレース１２に組み立てる前は、リテー
ナ６２は非湾曲位置又は非湾曲状態にある。ブーツ被覆管４４をアウターレース１２に組
み立てるためには、ブーツ被覆管４４の第２の軸線方向端部５０をアウターレース１２の
第１の軸線方向端部２８の上で第１の方向にスライドさせる。ブーツ被覆管４４をアウタ
ーレース１２と整列させ、初期的にブーツ被覆管をアウターレース上にスライドさせるこ
とを容易にするために、ブーツ被覆管４４の第２の軸線方向端部５０はリテーナ６２の内
側表面６８よりも、軸線２０から半径方向に離れた内側表面を有する、半径方向外向きに
広がったリップ７４を含んでもよい。更に又はその代わりに、アウターレース１２の軸線
方向端部２８は半径方向にテーパ状であってもよく（例えば、図５～図７に示すように）
、それにより軸線方向端部２８は軸線方向端部から間隔を置いた部分７６（図５及び図６
）よりも小さい外径を有する。
【００２８】
　図６に示すように、ブーツ被覆管４４をアウターレース１２上にスライドさせる場合、
リテーナ６２のベース６３は、内向き部分７０の前に、アウターレース１２の第１の軸線
方向端部２８の上を通過する。少なくともいくつかの実現形態では、内向き部分７０がア
ウターレース１２上を通過するまでは、リテーナ６２は最小限に湾曲するか、又はアウタ
ーレースとのいかなる係合によっても全く湾曲しない。ブーツ被覆管４４がアウターレー
ス１２上を十分奥までスライドした場合、内向き部分７０は（例えば、部分７６において
）アウターレースと係合し、リテーナ６２は初期的に外向きに湾曲する（リテーナの湾曲
状態を画定する）。ブーツ被覆管４４がアウターレース１２上を、内向き部分７０が窪み
２６と整列するように十分奥までスライドするまで、リテーナ６２は湾曲状態を維持する
。次に、弾力的なリテーナ６２は非湾曲状態に戻るか、又は非湾曲状態に向かって戻り、
図２、図４及び図５に示すように、内向き部分７０は窪み２６の内部に収容され、窪み２
６の内側表面２７と係合するか、又は内側表面２７に隣接してもよい。離散的な間隔を置
いた窪み２６を有する実現形態では、リテーナ６２はそれぞれ、対応するリテーナの各々
と整列した窪み内に収容されてもよい。この位置では、リテーナ６２の内向き部分７０は
、窪み２６の外側のアウターレース１２によって半径方向に重なっており、ブーツ被覆管
４４がアウターレースから、第１の方向とは反対の第２の方向に意図せずに外れることを
阻止又は防止している。すなわち、ブーツ被覆管４４を第２の方向に移動させようとする
力は、リテーナ６２のアウターレース１２との係合によって、窪み２６の内部から抵抗を
受ける。
【００２９】
　非直線状のリテーナ６２により、ブーツ被覆管４４をアウターレースに組み立てる間に
、リテーナとアウターレース１２との間の係合点を、より良好に制御することが可能にな
る。少なくともいくつかの実現形態では、アウターレース１２がリテーナ６２に係合する
点はリテーナのベース６３から軸線方向に離れており、それにより係合の力又は応力、及
びリテーナの湾曲は、リテーナが、リテーナのベースに、より接近してアウターレースに
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係合する場合よりも、リテーナの、より長い軸線方向長さにわたって分散される。
【００３０】
　リテーナ６２のより広範囲の長さに沿って応力を分散させることにより、リテーナ内で
生じる最大応力が低減され、リテーナの塑性変形を制限又は防止することができ、よって
ブーツ被覆管４４を組み立てた位置において窪み２６と整列した場合に、リテーナが非湾
曲状態に戻るか、又は非湾曲状態に向かって戻ることが確保される。ブーツ被覆管４４及
びアウターレース１２の製造公差ゆえに、リテーナ６２をアウターレースと係合させ、窪
み２６内に収容させて、ブーツ被覆管をアウターレース上に確実に保持させ得るために、
少なくともいくつかの実現形態では、リテーナの一部はアウターレース１２の外側表面２
４よりも、最大で１．５ｍｍだけ半径方向に軸線２０に接近している。リテーナ６２が、
その軸線方向長さに沿った軸線２０に対して一定の角度で配置され、かつこれら構成要素
の生産ランにおけるブーツ被覆管４４及びアウターレース１２のサイズが変動するために
、リテーナのいくつかは、リテーナのベースに望ましくないほど接近してアウターレース
に係合する場合があり、よってリテーナの塑性変形を生じさせる場合がある。
【００３１】
　本明細書に記載されたリテーナ６２の内向き部分７０を軸線２０に対して大きな角度で
配置することで、係合位置をベース６３の近くではなく、内向き部分７０に、又は内向き
部分７０の近くに位置するように制御して、屈曲／湾曲応力をリテーナのより広範囲の長
さに沿って、より良好に分散させることができる。すなわち、ベース６３と、リテーナ６
２の中点との間のリテーナ６２の部分は、アウターレース１２の外側表面２４に係合しな
いように、又はブーツ被覆管４４及びアウターレース１２に対する許容公差の範囲を有し
て外側表面２４と最小限に係合するように、配置することができる。内向き部分７０を軸
線２０から適切な距離に設けて、内向き部分をアウターレースに確実に係合させることに
より、リテーナ６２をアウターレース１２に確実に係合させることが依然としてできる。
また更に、少なくともいくつかの実現形態では、内向き部分７０を形成するリテーナ６２
の内向きの屈曲部７２ゆえに、内向き部分は凸状の外側表面部分を含む。図５に示すよう
に、凸状の外側表面部分は、アウターレース１２を窪み２６の内部に係合させる（すなわ
ち、窪みの側壁７８に係合させる）ように配置されてもよく、そのような係合は、リテー
ナを軸線２０に向かって内向きに屈曲させようとする場合がある。これにより、リテーナ
の内向き部分７０を窪み２６から脱離させようとし得る、リテーナ６２の意図しない外向
きの湾曲が阻止される。このようにして、ブーツ被覆管４４を第２の方向に移動させよう
とする力が、内向き部分７０を更に内向きに湾曲させようとし、それによりブーツ被覆管
のアウターレース１２に対する保持を増加させることができる。
【００３２】
　少なくともいくつかの実現形態では、ベース６３と、ベースと自由端６６との間のリテ
ーナの中点との間で、リテーナがアウターレース１２の外側表面２４に強力に係合しない
ように、リテーナ６２をフランジ５８及びアウターレース１２に対して配置してもよい。
この例では、強力な係合とは、ブーツ被覆管４４の軸線２０に対して１０度以上で、リテ
ーナ６２の湾曲又は屈曲を生じさせ得る係合である。より低い応力での係合、すなわちベ
ース６３とリテーナの中点との間での、アウターレース１２に対する係合によって生じる
リテーナ６２の湾曲が最小限となるような係合が許容され得る。少なくともいくつかの実
現形態では、第１の位置又はベース６３と（図７でライン８０で示す）中点との間のリテ
ーナ６２の内側表面６８は、軸線２０に対して１０度を超えて変動することはない角度を
有し、リテーナ６２のこの部分は、軸線２０からの距離が、アウターレースの軸線方向端
部２８と窪み２６との間の、アウターレース１２の外側表面２４の半径方向距離の最大値
以上である内側表面を有してもよい。少なくともいくつかの実現形態では、中点から第１
の位置６３までにおけるリテーナ６２の内側表面６８は、軸線２０に平行であるか、又は
軸線に平行である状態から５度以内にある。別の実施形態では、第１の位置６３と、第１
の位置６３と第２の位置６５との間の中点（例えばベース６３と自由端６６との間）との
間のリテーナ６２の内側表面６８は、リテーナ６２の外側のフランジ５８の内側表面６０
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の半径方向に最も内側の部分よりも１ｍｍを超えて軸線２０に接近することはない。別の
実施形態では、リテーナ６２の内向き部分７０は、リテーナ６２の自由端６６内に画定さ
れてもよく、又はそうでない場合は自由端６６を含んでもよい。更に別の実施形態では、
図７に示すように、リテーナ６２の屈曲部７２から自由端６６まで（リテーナの半径方向
の厚さの中点を通るライン８２で示す）は、軸線２０に対して少なくとも２０度の角度で
配置されている。
【００３３】
　いくつかの実現形態では、リテーナ６２はまた、ブーツ被覆管４４とアウターレース１
２との間のシール３１上に圧縮力を良好に維持しており、ブーツ被覆管４４と、アウター
レース１２の第１の軸線方向端部２８との間に直接接触を維持していてもよい。少なくと
もいくつかの実現形態では、ブーツ被覆管４４の中間部分６１の内側表面とリテーナ６２
の自由端６６との間の軸線方向距離は、１）アウターレース１２の第１の軸線方向端部２
８から突出するシール３１の軸線方向外向きに面する部分と、２）アセンブリにおいてリ
テーナ６２の自由端６６に隣接する窪み又は溝２６の側壁７８、との間の軸線方向距離よ
りも小さい。従って、シール３１上に、いくらかの圧縮力が維持され得る。
【００３４】
　本明細書で開示した本発明の形態は、現在好ましい実施形態を構成するが、他の多くの
形態が可能である。本明細書では、本発明の全ての可能な等価形態又は派生を述べること
を意図していない。本明細書で使用される用語は、制限的というよりも、単に記述的であ
り、本発明の精神又は範囲から逸脱することなしに、様々な変更を行ってもよいと理解さ
れる。
【００３５】
　請求項で使用される全ての用語は、本明細書でそうではないと明示的に示さない限り、
その最も幅広い正当な解釈、及び当業者によって理解されるような通常の意味が与えられ
ることを意図している。特に、「ａ」、「ｔｈｅ」、「ｓａｉｄ」などの単数の冠詞の使
用は、請求項がそうではないと明示的に限定しない限り、示された要素の１つ又は複数を
引用すると読み取るべきである。
【符号の説明】
【００３６】
　１０　ジョイント
　１２　アウターレース
　１４　インナーレース
　１６　ボール
　１８　ブーツアセンブリ
　２０　軸線
　２２　内側表面
　２４　外側表面
　２６　窪み
　２７　内側表面
　２８　軸線方向端部
　２９　溝
　３０　取付表面
　３１　シール
　３２　外側表面
　３４　ケージ
　３６　第１の回転構成要素
　３８　第２の回転構成要素
　４０　グリースキャップ
　４１　ベント機構
　４２　第２の軸線方向端部
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　４４　被覆管
　４４　ブーツ被覆管
　４６　可撓性ブーツ
　４６　ブーツ
　４８　第１の軸線方向端部
　５０　第２の軸線方向端部
　５２　接続部分
　５４　ベローズ
　５６　取付部分
　５８　フランジ
　６０　内側表面
　６１　中間部分
　６２　リテーナ
　６３　ベース、第１の位置
　６４　窪み
　６５　第２の位置
　６６　自由端
　６８　内側表面
　７０　内向き部分
　７２　屈曲部
　７４　リップ
　７６　部分
　７８　側壁
　８０　ライン
　８２　ライン
【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月19日(2019.4.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可撓性材料から作製されたブーツと、ブーツ被覆管とを備えるジョイント用のブーツア
センブリであって、
　前記ブーツ被覆管は、前記ブーツ及び前記ブーツ被覆管が一緒に結合する接続部分を含
むボディと、中心軸線、及び前記軸線に面し前記軸線に対して円周方向かつ軸線方向に延
びる内側表面、を有するフランジを含む取付部分と、第１の位置で前記フランジに接続し
、前記第１の位置から間隔を置いた第２の位置で前記フランジから分離したリテーナであ
って、それにより前記リテーナの少なくとも一部が前記フランジに対して移動可能である
、リテーナと、を有し、
　前記リテーナは前記第１の位置と前記第２の位置との間に長さを有し、前記リテーナは
前記軸線に面した内側表面を有し、前記リテーナは前記第１の位置から間隔を置いた内向
き部分を含み、前記内向き部分は、前記第１の位置と、前記第１の位置と前記第２の位置
との間の長さの中点との間の、前記リテーナの前記内側表面よりも前記軸線に接近して配
置されており、前記リテーナの前記内側表面は、前記リテーナの長さに沿った前記軸線に
対して一定の角度にはない、ジョイント用のブーツアセンブリ。
【請求項２】
　前記第１の位置と、前記第１の位置と前記第２の位置との間の中点との間の、前記リテ
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ーナの前記内側表面は、前記リテーナから分離した前記フランジの前記内側表面の半径方
向に最も内側の部分よりも１ｍｍを超えて前記軸線に接近することはない、請求項１に記
載のアセンブリ。
【請求項３】
　前記第１の位置と、前記第１の位置と前記第２の位置との間の中点との間の、前記リテ
ーナの前記内側表面の前記軸線に対する角度は、１０度を超えて変動することはない、請
求項１に記載のアセンブリ。
【請求項４】
　前記リテーナの前記内側表面で、前記中点から前記第１の位置までは前記軸線に平行で
あるか、又は前記軸線に平行である状態から５度以内にある、請求項３に記載のアセンブ
リ。
【請求項５】
　前記内向き部分は前記軸線に対して少なくとも２０度の角度で配置されている、請求項
３に記載のアセンブリ。
【請求項６】
　前記内向き部分は、前記フランジに接続しておらず、かつ前記フランジに対して移動可
能な前記リテーナの自由端を含み、前記自由端は前記リテーナの残部に対して少なくとも
２０度の角度で屈曲している、請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項７】
　前記リテーナはベースで前記フランジに結合し、かつ自由端を有し、前記自由端は前記
フランジに接続しておらず、前記フランジに対して移動可能であり、前記ベースから間隔
を置いており、前記自由端は前記リテーナの他のいかなる部分よりも前記軸線に接近して
いる、請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項８】
　中心軸線を有するボディと、前記ボディの半径方向外側表面の一部によって画定された
環状の取付表面とを有するジョイント部材を備える、請求項１に記載のアセンブリであっ
て、
　前記取付表面は前記外側表面に開放され半径方向内向きに延びる窪みを含み、前記リテ
ーナは可撓性及び弾性を有し、それにより前記リテーナの少なくとも一部は、非湾曲状態
と湾曲状態との間で、前記フランジの残部に対して移動可能であり、前記取付部分が前記
取付表面上に収容された場合、前記内向き部分は前記ジョイント部材と係合しており、前
記リテーナは外向きに湾曲した前記湾曲状態にあり、前記内向き部分は前記取付表面に係
合しており、前記内向き部分が前記窪みと整列した場合に、前記内向き部分は非湾曲位置
に向かって弾性的に戻ることができ、それにより、前記内向き部分の一部が前記窪みの外
側の前記取付表面よりも前記軸線に接近した状態で、前記内向き部分が前記窪み内に収容
され、前記リテーナが前記ジョイント部材の前記ボディに係合することにより、前記ブー
ツアセンブリが前記ジョイントから外れることが阻止される、アセンブリ。
【請求項９】
　前記第２の位置は前記リテーナの自由端を含み、前記内向き部分は、前記第１の位置よ
りも前記自由端に接近している、請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項１０】
　前記窪みは円周方向に延びる溝であり、前記ブーツ被覆管は円周方向に間隔を置いた複
数のリテーナを含み、前記溝の各々は前記リテーナの各々の前記内向き部分を前記溝内に
収容するように構成された、請求項８に記載のアセンブリ。
【請求項１１】
　前記取付表面は、２つ以上の内向きに延びる窪みを含み、前記窪みは互いに連続的では
なく、前記外側表面の周りに円周方向に間隔を置いており、前記リテーナの前記内向き部
分を収容するように配置された、請求項８に記載のアセンブリ。
【請求項１２】
　前記第１の位置と、前記第１の位置と前記第２の位置との間の中点との間の、前記リテ
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ーナの前記内側表面は、前記フランジの前記内側表面の半径方向に最も内側の部分よりも
１ｍｍを超えて前記軸線に接近することはない、請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項１３】
　前記取付部分は前記リテーナの一部を取り囲む窪みを含む、請求項１に記載のアセンブ
リ。
【請求項１４】
　前記内向き部分は、前記フランジに接続しておらず、かつ前記フランジに対して移動可
能な前記リテーナの自由端を含み、前記取付部分は前記リテーナの前記自由端を画定する
窪みを含む、請求項１に記載のアセンブリ。
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